
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたや、ご家族、ご友人で多くのくすりを服用しているために、副作用を起こしたり、きちんとく

すりが飲めなくなったりしていることはありませんか？ 

 

高齢者ではなぜ薬が増えるの？ 

 

   年齢とともに病気が増え、薬の種類も増えます。 

   高齢者（75 歳以上）の４割は５種類以上の薬を使っていま

す。 

   高齢者では、6 種類以上の薬を使うと、副作用を起こす人

が増えるというデータがあります。 

 

高齢者で副作用が増える理由？ 

 

   肝臓や腎臓の働きが弱くなり、薬が分解されたり、排泄す

るまでの時間がかかる、つまり薬が体に長く残るため、効きす

ぎることがあります。 

 

こんな症状はありませんか？ 

 

☐ ふらつく・転びやすい 

☐ 眠気・物忘れ 

☐ 食欲がない 

☐ 便秘 

☐ 尿が出にくい 

☐ ボーッとする 

特に注意が必要な薬 

 

 病気を治療する上では、大切な

薬です。自己判断で中止しないよ

うに。 

 

   睡眠薬・抗不安薬 

   一部の抗うつ薬 

   血液をサラサラにする薬 

   糖尿病の薬 

   痛み止め 
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今、飲んでいる薬が多いな～、減らしたいな～、と思っている方へ 

まず、 

① 薬を勝手に中止しない 

「多すぎる薬は減らす」ことが大事ですが、「薬を使わなくていい」ということではありません。 

② お薬手帳は 1 冊にまとめる 

異なる医療機関にかかっている場合は、薬が重複したり増え過ぎないよう、お薬手帳を1冊にまとめて、医師

や薬剤師に使っている薬を〈サプリメントなどの市販薬も含めて〉正確に伝えましょう 

 

そのうえで、下記の点についてチェックしてみましょう 

 チェックに該当する場合があれば、気軽に医師や薬剤師に相談してください 

飲み忘れがある □ある → いつ飲む薬ですか？  

       のむ回数を減らせるかもしれません 

薬が飲みにくい □ある → 飲みやすい薬へ変更できるかもしれません 

ふらつく、転びやすい □ある → 副作用かもしれません。 

日中の眠気を感じる □ある → 副作用かもしれません 

便秘がちである。おしっこが出に

くい 

□ある → 副作用かもしれません 

食欲がない □ある → 副作用かもしれません 

効果があるかわからない薬があ

る 

□ある → 漫然と投与期間が長くなっていることもありま

す。医師に中止できるか相談してみましょう。 

 

例えば、血液サラサラの薬を飲んでいる場合、歯ぐきから出血しやすくなったり、内出血を認めることがあるかも

しれません。副作用だ！大変だ！と勝手に飲むのをやめてしまうと、心筋梗塞や脳梗塞を発症する危険も高まりま

す。不安だな？何かおかしいな？と思ったら、まず相談することが大切です。量を減らしたり、同じような効果があ

る他のお薬に変更することもできるかもしれません。 

 

 

ポイント 

『薬は少なければ良い』ではなく、『必要な薬を必要な量だけ安全に使う』 

 

筆者からのメッセージ 

   トライアングルが素敵な音を奏でるように、 

お薬を処方する医師、調剤する薬剤師、服用する患者さんの三角関係がうまく成立すれば、治療効

果はあがります。 

疑問・不安があれば、気軽に医師・薬剤師に聞いてみてくださいね。 

引用：薬の適正使用行議会 

文責：濱口祥子 


